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ABSTRA ，GT

Zur 　Biologischen 　Analyse 　der　Mikroskopischen 　SUBwasscrtierwelt 　Gcringster　Wassermeng −

en 　HI ．　 Die　in　Arophy亡ischen　Gr63eren 　MoospDlstern　Lebende 　Mikrofauna 　und 　Ihrc　Vcran −

derung （im 　Frtihjahr）．　M ．　SUDzUKI （Zoolog三sches 　Institutder 　Kyoiku ．Unl ＞ 巳rsitljt
，　Tokyo ）．

Zool．ル fag．74 ： 135 − 148 （ヱ965 ）

Flinf　Proben （2wei 　Spllagnurn− und 　drei　 Federmoosproben ），　 wurden 　nach 　den 　in　dieser

Zeitschrift　 bereits　 fr己her　 beschriebenen 　 Methodcn （SUDzUKI 　 1964a，　S．165−174） unter −

sucht ，　und 　zwar 　A ＞Sphagnztnz　patustre： Feuchtigkeitsstu「e （FS ）VIII 　nach 　JUNK ； 23．4g

T ・ ・ck ・ng ・wi ・ht
，
　im 　Mar ・ 1963 ・ ・ n ・ i・ ・ m 　 Ga ・t… g・k・ ・ ft（tncel

齟
tae　 orzgzn τs）； B ）Sphag −

num 　papilJosttアπ u ．　S ．　 rt ‘beliuη i ； FS 　vll　 nach 　JuNK ； 28・3gTrockengcwicht ・gesammeh

am 　29．　VII ，1963　iロ Naheba ，　 einem 　 HochmQorgebiet 　Mitteljapans 　 jn　250G 　m 　Hbhe ； G ）

B 。α・旗 励 ・・m ・P ・lm・・媚 N ・．1 ・ FSVII ； 5・99，　 am 　23・IV ・1964 … el ・ ・ m 　G ・ ab ・ n 　 n ・b ・ n

d・・ q ・・ll・ b・i　ln・ mi ，　 P ・af．　 S ・ it・ m ・
，　K ・ mi ・・ L・・D ・ ・f； D ）B ・餌 〃 va・脚 N ・・2 ・ FS 　

IV ；

33g
，
　 am 　23．　 IV ．1964　aus 　derse盈ben 　Lokalit註ら　und 　E ） B ．♪z‘i〃 rvsu ” z　 Nr．3 ； FS 　IV ；

ア，4g ，
　am 　18〜IV 　1964　von 　einem 　Fe1sen　des　Bachrandes （KatsunQ　Gawa ）bei　Ohtsuki ，　Praf．

Yamanashi ．　Tab ．1．　 bringt　 eine 　 Vbersicht　 dcr ｛n　den 　einze ！nen 　Laubmoosrasen 　ge．

fundenen　Tierarten 　und 　ihrer　Hau 丘gkeitsgrade ，　 und 　 zwar 　 be アogen 　 auf 　 dic　 absoluten

Individuenzahlen 　in　ciner 　bestimmten 　Probenwassermengc ；ein 　Tropfen ＝0．047　ntl ．　 Dabei

bedeuten ：
‘⊂Mn ’Lcinzelne 　TrQpfen ，　 mittels 　 Pipette　 unmittelbar 　 aus 　 dcm 　 Moospolster

entnommen ；
‘ ‘Sn ”− aus 　 dem 　ausgepreBten 　Wasser 　 entnornmen ； die　Bruchzahi （etwa

3144） b・・agt 　 d ・ ・ V ・ ・haltni・ d ・・ i・ 0・047・
・n 」 W ・ ・ser 　 g ・f・ nd ・ n ・・ 1・b ・ndig ・ n （3）・ u　 d ・・

toten （44）T 三eren ，　Zu 　Tab ．　I　 ist　 zu 　bemerkeB 　l　 I）in　arephytischen 　Moo5polstern 　fanden

sich 　 Uber 　180　Arten ； 2） es 　besteht　 ein 　zuverlassEger 　 Untersch［ed 　zwischen 　submersem

（MEGYER ・ 1963） und 　 a ・ 。 phyti ・・h ・ m （VARGA 　 1956） Mik ・ ・ ti ・ rl ・b ・ n ；　 3）in　d ・ n ・ i・ ・ eln ・ ・i

Proben　 ist　 die　 Protozoen −Fauna 　 nicht 　 sehr 　 unterscbledlich ，　 abgesehen 　 von 　 gewissen 　Ein −

schrnnkungen 　bei　den 　Gattungen 　Trine 〃 ta ，　 Coひ
1疏 如 刀 und 　A ∬ ulina ； 4）die　sDg ．

弓
rtspezl −

6きchen 　Verh 乱ILn三sse ，　wie 　zwischen 　Paras 王ten 　und 　ihren　、Vir 【en ，　zwj5chen 　einzclnen

Moosbewohnern 　 und 　dem 　 Mooszwlschenwasser 　 wurden 　 nicht 　festgestellt； 5）die　Dichte

der　Arten 　und 　Populationen　 ist　im 　 ausg 叩 re3ten 、Vasser　 natUrlichhdher ； （Sn 　in　 Tab ．

1）； 6）die　Zahl　der　im 　Moo3 　wirklichen 　lebcnden 　Tes 〔aceen 　ist　nieder 　als 　die　der　in　den

P ・・ b・ nf ・・tg ・ st ・ 11t・ n ； 7） ・・hr　 b ・ m 。・k ・ n ・w ・・t　 i・tdl ・ T ・ t・ ach ・
，　 d ・3 ・in・ i・nH ・ nd ・1

gekaufte ，
　vollstandig 　dauertrockne 　und 　 weil5e 　 Sphagnumprobe 　ca ．30　Ticrgattungen 　als

Potential『auna 　 enthielt ； ZoomasLigophora ．．．一．4　 Gattg．，　 Rhizopoda − 10　Gattg ．　 Ciliata− 12

Gattg ．
，
　Rotatorla − 8　Gattg．，　 und 　Hydracarina ．　（Receivcd 　November 　30 ，

1964）

　 ミ ズ ゴ ケ ・ハ ネ ゴ ケ の よ う な，大形蘚類 の 群落内

で 生 活 を営 む 水生微小動物 の 研究も，か な り古 くか

らな さ れ て お ト リ Harnisch （1929）
’n

の モ ノ グ ラ フ 以

降 は Kahl （1930−1935＞，　Z61yomi （1931＞  Ilauer

（1935，1937）
xv　Hoogenraad （19S5，1956），　 van 　Oye

135

（1941）皆，So6s （1941）
一
” ，　 Jacz6 （194L）

if，　 Wulfert

（IY40 ，
1960），　 Hcinis （1945）’

，　Tarnogrado 面

（19尋5∋←
，　正947 き←

，　1957，　1959），、’Venzel （1953），　Simon

1）　 現 所 属 ： 実 践 女 子大学
一

般教 育 生 物 学 研 究 室

・Y 　郵ま　Varga 　（1956），　Balogh 　（1958）　よ り弓i用
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第 E 表

鈴 　　木　　実

藁間水 O・　047m．」 中 に 見出 さ れ た フ
ァ ウ ナ と そ の 個体数
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  Species
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Species Brachythecit♂〃 ど Plunzostt〃 t　Nr．1 ｝

CO・cgo 血yxis ∫P．　　　　 　　　 2 　 2

避y爵 認 α 廊 5♪．

CentroPyxis　minut ‘t，　　　 l

Ti’inema 　 complanatum

・9Phaenoderia　sp ・　　　 ：

Arc ・lla　 a 厂翩 プ tla 　 　 …　 　 15

A 　　　　catinil ∫

Phyllomitμ s　2　　　　　　　　　　　　i　　　　105　　26

　　。newna 、？　　　　 …Cψ 　 　 　 　 　 　 　 　 、

c 。Phal。畆 卿 ，　 　 1　 2 　 1
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 FCゴttL・to ‘hichilu．s　2

Cent厂oPyjcis 　Cte 广0∫・hilgtl　 　 　 　 　 　 l

Frontonia　 s直P，　　　　　　 1　 15　　 1

Ptrassula砂．　　　　　　　　　 9

CyPlmderia　 5♪．

EPalixis　？　　　　　 　　　l
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 i
」lficrotimrax？

Cent？
’
oPyxis 　 ca ∬ is

Eug らψ1雄 muscorn ごlttl

E ，　 　 　 　 cプ istata

Halte厂ia　gr α 刀 dineila　　 iL
Piacosista ．sp ，　　　　 i
EuggyPha 彦廨 厂α 嘸 α 　　l
Ph＞

・
5σ‘hia　sP ．　 　　 　 1　　　　　　　　　　　 1

Phil∂読 順 sp ．

A 广8inn
’ia　sp ・　　　 　　　　　　 　　 1

・14「yelosto〃ta 砂 ．　 　 　 　 　 　 　 2

Cent厂 oPyxis 　Plat）・stenta 　 　　　　 l　 l

・、fe厂匚乙 厂 如 ∫汐．　　 　　　　　　 　 ［1］
Ich彦hidiunz　 sp ．　 　 　 　 i
E ’、tg ／ypl コa 　sρ．王　　 1
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

廳藤訟　l l2

瀦盤灘 　 11
（1953＞丶　Grostpi 巳 s ：h　

・
：1953 ，　1958）　［⊥1元

1［1］

　 　 　 　 　 　 　 2　 11
’2

　 　1　 　 　 　 　 0！l

l　 I　 2 　 　 　 　 0／i

　 　 　 1

2 　 3 　 三

1

1

1

2

σ1

O，！

　 　 　 3 　 　 3∫1〕
7　 3 　 17914

　 　 　 1

1

f21［1］1

2〔〕　 149　 6　　フ1　 32

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 L：】954），

Varga （1956，　1959），　 ehacharonis 　（L956）
−k ，　ム｛ada −

linski（1960），　Mcgycr 重（1962），　Hca1 （1962）な ど の

報 告が あ る
。

　 し か し，こ れ ら の 研究は 厂櫛 的調査」が 主 な 目的

で あ っ た た め に ，対称 と し て は 専 ら 「湿 原 水 」 に 没

1

1

7

2

t

1！oa

！3

8Aj

OA

五丁！oOf1

昭

vo

9t“i2

！e

D12

9！1

3〆01103 ！臼 1！e

　 ミ

臼1［i　 掴！2

31e

　 O！10 ／1

　 2！02

　 9

　　 　 Ixo

2fOl

o！1

　 　 　 ↓〆OSII］fO　3f［2］！61u ］’［

　 　 　 　 　 　 　 　 0／1

　 　 　 fl〆3

6 　 8 　 21D

　 　 　 　 　 l／g

8　 B

1！e り〔1

6

OII

して い る ミ ズ ゴ ケ 類 （つ ま り水生）が選ば れ，地 上

性 と くに 「乾性」
2） の もの は ， ほ と ん ど 扱 われ て き

て い ない
。

2）　こ．こ で い う 乾 性 と は 乾
’
性→湿 生 を 意 吩…し，水 性

　 は 湿 生→7k 性 の こ と で 本 来 の 乾 生 や 水 生 と は や や

　異 な る。
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一Eleotronio 　Library 　



The Zoological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Zoologioal 　Sooiety 　of 　Japan

地 上 性大形蘇類の 動物群集 （春 → 夏） 143

Brach ツth ヨciUtlz 　Plamosttt刀 Nr。2 Brachythecium　Pluntosttm　Nr ．3

1　　 1 o！3e ！fi 012

14　 15 e／le ！⊥

1 D！1

ロ〆1

0／1

ユ 1

i！1

1

21　 2　 亅8 l　 Of2 D／i60 ノ↓IO12Z

斗

2fC

王

　

71乎

20106

　　2
e〆t

a13

尸
」

1 　714922823

昭1
「
，

G！2

0！1

210

1

　い っ ぼ う Sladc …kova （1962），　Donner （三964） ら

は ，ペ リ フ ィ ト ン ・ア ウ ス ヴ ク ス な ど の 動 物群集に

つ き，そ の 生 態学的な 解析を試み て い る が ，こ こ で

も対象 は 「水生」 の もの に 限 られ て h る。

　筆 者 は．さ き に，地 上 性小形 コ ケ類の 間 隙水 を用

い ， 同
一

地域内 に 生 育す る 水性 動物相 と そ の 変動 に

つ き述 べ （鈴 木，1964a）， さ らに ，それ らが 自然状

態で 示す か と思 わ れ る 「動物相像」 と ， そ れ に対す

る
“

つ の 理論 を提唱 した （鈴 木，1964b＞。 今回は ，

地 上 性 の 大形 コ ケ 類 を用 い ．生育地や観察時期 が 異

なれ ば，そ の 問隙水中に 生息す る 微 小動物群集 は ，

ど の よ らに 変動す る か を調べ て み た。
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　 こ の 報 告 で は，春 → 夏 の 変動 の み が 扱わ れ ，夏 →

秋に 関 し て は ，引続 き報 告の 予定 で あ る
。

材　将 　と　方　法

　 圍 結 で 雛 う コ ラ 標 本 は ，≧，こに 示 丁 よ う な 3種 2

通 り の 三 ズ ＝ ラ
．
類 と 1種 3 邇 t）の ハネ L’ケ 類 で ．不

来 の ハ ビ ク
ー i・は と も に 水 菖三 ま た は 耐 湿 生 （鈴 木 ，

1964b ）の 酣 類 で あ る。

　A ）　Splurg．lzu 〃‘ Palttstt
’
e　L 　オ て

．
ミ ズ コ

’
ウ　 湿 性

度 VIII　 rJunk
，
1942　に よ ：

“ ； Grospietsch， 1958

よ り引 用 ）。 採 集 年 月 日 お よ び 産地 は 不 明。 日 暮 種

子 店 （浦和市 ） に て 1963 年 3 月，鈴木 ふ ら r氏 が

購 入 。以 降 ，室 内 放置。完全 に 乾 燥 し 白 色。 乾 燥 重

量 ：　23唖49 ・

　B ） Spimg ・t ・wn 　PaptUosum　lANDB ・ ’
・：・三 ス コ

ケ と　Sl）h．’rttbetlum 、VILSON 　ア ニ　ミ ズ v ケの 1昆で1
」

標．4三 。　湿 性 凄こ： 1！II。　1963 年 　7 丿ヨ　29　日，　苗 場 L［1丁貞

（標 高 2250 　7n ） で 著 看 が 採集。以 降，冷 蔵 庫内 で他

の コ ケ 類 （本 誌 揚 載，第 1−II 報 の 材 料） と共 に 保

IFo　章乞燥 重 量二：　28・39 −

　C ）　Brach ン飴 ε‘
’ir〃 ノ置 Pli‘ 孕〃 05 ’ご’n 　 B ふ G ・Nr ・1

ハ 」
）．ヒ y ジ ゴ ケ 　湿 性 変 ： VII

。
1964 年 4 月 23　 E｛，

渓流 （埼 玉 県 児 玉 郡 ，稲 見， L 塁 村） の 畔 で 渡 辺 pa

夫 ，鈴 木 武 両 氏 が 採 集。乾 燥 重 量 ： 5・99 ・

　 D ）　Brachorthecizem♪lu” iosunt 　 B ．S，G ，　 Nr ．2

ハ ；f’ヒ ツ ジ 」 ケ 　 湿 性 度 ： IV 。　 C ） と 同 良 に 同 軸 点

で 同 氏 ら に よ り採 集 さ れ る
。 乾 燥 重 量 ： 3．Sg ．

　 E ） B ’
t
’
achytheciu 〃 t’Pltttnosttrn　B ・S ・G ・Nr ・3

ハ 冬 ヒ ツ ジ ；
・
ツ
．
　湿 性 度：： IV。1964 年 4 月 18 日，

葛 野 川 （山 梨 ・大 耳市
・瀬 戸 小 金 沢 ） 畔 で 小 沢 福 夫

氏 が採集。 乾 燥 重 量 ： フ・49 ・

　 標 本 抽 出 方 法 と 種 お よ び 個 体 数 の 記 録 法 な どは ，

鈴 木 （1964a） に 従 う c す な わ ち，コ ケ の 「・
『
し ス llv

一
中 に ス π・で i・を 挿 入 し，そ の 間隙水 を吸 入 ，王 滴

を ス ラ で
L’・ク ラ ス ヒ ｝こ と り，　7 ン パ ラ ー ト を作 製

す る 法 （表 で は MI ，　M2 ．の と，　 J・lt　．tレ ス タ ・一
の し ぼ り

水 を ス ポ イ トで 吸 入 し，そ の 1 滴 を ス ラ f ド ・グ ラ

ス 上 に と り ，プ レ パ ラ
ー

トを作 製 す る法 （S1，　 S2＿）

と を 交互 に 行 い ，それ ぞ れ の 滴 7k （0．047　ml ）中 に

検 鏡 さ れ た 個 体 数 を種 別 に 記 録 し た 。調 査 は 196d

年 の 4 月下 甸 か ら llH 下 甸 ま で ，8 月 を 除 き，お

よ そ 10 日 間隔 で 行 わ れ た 。

　 第 1 表 ｝てニセよ，　」二責己σ）齏 類 5 標 本 トこ つ き，　春→夏 ｝二

杉 け る， こ れ らの 値 が 示 さ れ て い る。

結　果 　と　考　察

　 第 1 表 か らは ，次 の こ とが 言え る で あ ろ うp

　1） 地 上 性，大形蘚類 の 問 隙 水 か らは ，お よ そ

30．．480 種 の 水生 徴小 動物が見出 され る が，　こ れ ら

の すべ て は ，広分 布 種 とみ な され て い る 属種 で あ る。

実

　今回 の 調査で は ， ミ ズ ゴ ケ ・ハネ ゴ ケ な どの ，大

形 で ，し か 毛本呆 の ハ ビ ク
ー

トは水生 で あ る とい う

蘚類 の 間隙水 を検 鏡 し た が，見 出 さ れ た 属種 は，小

形 コ ケ 群 落 の 間 黥 水 に み ｝） tLた ｛，の （Sudzuki，

1964c ；鈴 木 ，1964a） と お お むね 同 じ で あ 一
P た o そ

し て ，こ の 77 ワ ナ は，オ ラ ン ダ の ミ ズ ゴ ケ 群 落

（Hoogenraad ，1935），ハ ン ガ リ ア の ミ ズ ゴ ゲ 群 落

（Varga ，
1956），　 イ ギ 1丿ス の ミ ズ コ ヶ 群 落　（Heal ，

工962） と は 勿論， ド イツ の コ ケ 群 落 （Grospietsch ，

1953） や乾性 ビ オ トーブー般 （Wenze ！
，
1953）の そ

れ ら と も，ほ とん ど変わらない 。 こ の こ とは，同類

の ピ オ ト
ープ で さ え あ れ ば，地 L性，大形蘚類 の 間

隙水 に も，そ こ に 特有の フ ァ ウ ナ な る もの が 存在 し

な い ，とい う可 能性 を強 め る こ と に な る 。

　2）　 フ ァ ウナ の 本質的な 差 は，や は り， 水生 と乾

生 の 蘚隙水 中 に 生息す る 動物 群集問 で み ら れ る，と

思 わ れ る
。

　 Hauer （1935＞，
　Pawtowskl 〔1938），

　V、「ulfert （194」D丿

1960） らttよ れ ば ， ミズ ゴ ケ 群落 な ど の 発達 し て い

る 水域 は，酸性また は 強酸性 で ，そ こ に は ，湿原特

有 の 輪 毛 虫相が み られ る と い 5。 そ の こ Megyeri

（1962）は 動 物 各 綱 に つ き調べ ，大形蘚類動物群 集 の

組戒 と し て ，根足虫綱 9 属 19 種，輪 毛 虫 綱 10 属

37 種，　ミ ジ ン コ 綱 6 属 8 種，ケ ン ミ ジ ン コ 綱 6 属

7 種，カ イ ミ ジ ン コ 綱 3 属 4 種，お の 足 貝 綱 2 属 2

種，腹足 貝 綱 2 属 2 種 を あ げ て い る。 し か し ，

Varga （1956） お よび 著者の 今回 の 調査で は
， 上 記

諸属 の うち，輪 毛 虫綱 で は 50％， ミ ジ ン コ 類 ， ケ

ン ミ ジ ン コ 類，カ イ ミ ジ ン コ 類 お の 足 貝 類，腹足

貝 類な どの 綱 で は ，そ の すべ て の 属 に お い て ，1 個

体 も出現し て い ない ，とい ｝結果が え られ て い る。

こ の こ とは，た と え，群落 を 構 成 し て い る コ ケ植物

の 属種が同 じで も，つ ま り， ハ ビ タ ー トが同
一

で も

ビォ ト
ープ が 異 な れ ば ，そ れ ぞ れ の 相構成 に は ，本

質的な差 を生 じうる と い う可能性 を示 し て い る 。 そ

こ で ，こ の 相 違 に 関 し，Hauer
，
　Wul £er ら Megyeri

ら は 「水生」の ，Varga と著 者らは 「乾 性」 の 材料

を用 い た た め と解 す の が適当 で あ ろ うQ 事実 ， 著者

は ，黄場 山 頂 の 「水生」 ミズ ゴ ケ 群落に 関 し て は，

Hauer
，
　 IVulfert

，
　 Megyeri ら と ほぼ同

一
の 属種 を

検鏡 し て い る の で あ る （鈴木，未発表資料）o 第 1表

の 場合で も，た とえ ば，BiJachithecii‘m 　Plumosttm
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の Nr ・1 と Nr ・2 問 に 見出 さ れ る 相的 組 成 （1
▼
ri−

nema ，　 CentroP淋 xis ，（］ycZidium ）の 差 が， 1：記 の 事

実を多少 と も裏付け て い る と 思 わ れ る。

　3＞　根足虫綱 で ，しか も広 分布種 と み な さ れ て い

る 属種の なか に も，明 か に ビ オ トープ （フ ァ シ ス ？）

を 異 に す る か と 思 わ れ る 種 が存在す る 。

　水量が 極 め て 少ない とい う環境 に 生息す る 微小動

物 は ，一
般 に ，分散度 も小 さ く， そ の 上 ，広生活性

を 有す る た め，多 く の 学者に よ り，普遍的分布 を示

す とみ られ て い る 。こ の こ とは ，特 に ，根 足 虫類 に

当 て は ま る （鈴 木，1964b ＞。 し か し，第 1 表 に 基 づ

い て ，各属種 の 出現状態 を分析 し て み る と，根足虫

類 の うち 少な く と も，Trinem α の 3 種 ，
　 Corythion

の 2 種，お よ び ASSulina の 2 種 に お
」
い て は ，ビ オ

トープ （フ ァ
シ ス 〜）を 異 に す る と 想定 せ ざ る を え な

い 証 拠 が 見 出 され る。 た と え ば Brachytheciitm

Plu7nosum　Nr ．2 の 場合，　 T ・Zineare　li　 l
！li の 頻度

で し か 出現 して お らず ，
し か もそ の 時 の 個 体 密 度 は

2 で あ る が、T ．　 enchelys で は
14As

の 出現頻度 で ，

そ の 一t”，個体密度も大 きい 0

　 4）　広生 活型 の 属種 か らな る 群集 の 社会構造 を 考

察す る 場合，種 密度 に 基 づ い て 分析 し た だ け で は 不

充分で あ る 。

　 第 1 表 の T ．lineare，　 T ．　 enchelys と T ．　conn −

planatum に お い て ，前 2 種 と 後 1 種と は ，出現頻

度が か な り異 な る の で ，種密度 に 基 づ い て 区別す る

こ とが，こ の 方 法 で は ，前 2種 の 関連性 を さ ら に 分

析す る こ と が で きな い 。 もち ろ ん，前 2 種問 に は ，

出現個体数 の 点で 著 し い 差 が あ る た め ，両者を一つ

の 生物社会内 で 同
一

に 扱 う こ と は で きな い 。 こ の 相

違 は お そ ら く増殖率の 差 に 起因す る も の と思 わ れ る

が，社会構造 の 変遜 を追跡 す る 上 で ， こ の 事実 は 無

視 で きぬ こ と で あ り，種 密度 以 外少 な く と も個 体 密

度の 変動 も考察すべ きで あ る こ と を示 し て い る 。 そ

し て， こ の こ と は ，実験 的 に ，東京産 の コ ケ 水勁物

群集 を南極産 の コ ケ 群落内 に 移住 させ た場合に も確

認 さ れ た こ とで あ る （鈴 木，1964c＞。

　 5） 大形 の 顧類 と そ れ らの 葉間水 中で 生 活 を営 む

微 小 動物群集 との 問 に は，種特異的 とみ な し 5 る関

係 は 認 め ら れ な い 。考察 に つ い て は 鈴 木 （196岳a ）を

参 照 。

　 6） 癬類 の 水平 ・垂 直分布 に と もなう フ ァ ウ ナ の

差 は 認 め られ な い 。 鈴 木 （1964a） の 結果 と 同 じ 。

　7） 採水方法 が 異 な る と種お よ び個体数 の 密 度に

も大 きな 差 を 生ず る。鈴 木（1964a）と 1，i亅じ。

　8）　耐 久 性 に は ，種 の レベ ル で か な りの 差が み ら

扎 る。

　従来 の 報告に は
， 固定材料 を用 b た た め か ，検 鏡

さ れ た個体 が ，そ の ま ま 個体密度 と さ れ た 例が多 く，

ま た，生 の 材料 を 用 い た 場合 で も，有殻 ア メ
ーバ 類

の 頻度や密度は ，殻 の 数で 代表 さ れ て き て い る 。 し

か し，有殻 ア メ
ーバ 類の 穀 の 数は 必 らず し も，一

つ

の 生物社会 の 構 成 員 と し て の 数 を 代 表 せ ず，繊 毛 虫

綱 な ど の 個体数 とは ，ま っ た く対応 しな い 。 な ぜ な

ら，後者 の 場合，検 鏡 さ れ る 個体 は ，ほ と ん どが 例

外 な く 「生存個体」 を 意味 す る が，前者 の 場合 ， 死

後 もず っ と，殻 だけは 保 た れ る か らで あ る 。 弔 実

Sudzuki （1964c）， は ，南 極 大 陸 や ヒ マ ラ ヤ （ナ

イ バ ル 帯） の コ ケ 水動物群集中に は．風 な ど に よ り，

客易 に ，しか も，か な り遠方 か ら飛ば さ れ て は きた

が，適応 で きず に 死滅 し て し ま っ た 属種 もあ る との

確 証 を え て い る。 と は い え，死骸が飛ば され て きた

の か ，飛ば さ れ て きた 後 ，そ こ で 適応 で きず に 死 亡

し た の か ，あ る い は，寿命が きて 死亡 し た の か とい

う判定は
， 現 在 の 方法 で は な し難 い 。 こ の 点 に 関 し

Heal （1962 ，
　PP ．44− 45） は，有隷 ア メ

ーバ 14 種

に お い て ，生 存個体 と死亡個体 の 比 の 種 に よ る差 と

ミ ズ ゴ ケ 上 の 分布位置 に よ る 差 に つ きふ れ ，比 は お

よ そ 1− 2 で ，死 亡 個体は ミズ ゴ ケ の 基部 に 多い こ

と を揖摘 し て い る 。もち ろ ん ，生物群集 の 社会学的

な解析 （Zeoz6no エogie
，　Balogh ，

1958）は．生 存個 体

に 基 づ い て な され な け 乳 ぱ ならなV  

　 5 月下旬 か らは ，個 体 数 の 生 死別 記 録 を 始 め た。

し か し，春→夏 の 材料 に 基 づ b て 言 え る こ とは ，対

称 と な る 動物 が い ず れ も，シ ス トや 偽 シ ス トを 形成

す る た め，生死 の 判定は か な り困難 で あ る が ，有鼓

ア メ
ーバ 綱 の 耐久性 に は．種 の レベ ル で ，か な りの

差が み られ る とい うこ とで あ る （第 IV 報 を 参照）。

　 9） 完 全 に 乾燥 し た オ オ ミズ ゴ ケ 標本中に も，お

よ そ 30 属の 動物が 「潜在相 （鈴木，1964b）」 と し て

存在 し て い る
。

　 SPhagnum 　PluSti
’
e は 業者 を 通 じ購 入 し た標 本 の

一
部 で ，色 か ら判 断 し，採集 ご，か な り長時問，乾

燥状態下 に 放置 さ せ ら れ て い た ミ ズ ゴ ケ の
一
種 と 思
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わ れ る。1964 年 4 月 21 ［，20　・mi の 蒸 溜水 を 1pm

加 赱．た だ け で あ る が ， と に か く，動物性 鞭 毛 虫 網 ：

2 属 根足虫綱 ： 10 属 、繊 毛 虫縮 ： 14 属，輪 毛 虫

綱
−
： 8 属 と ミ ズ ダ ニ 類 孟属 が 蘇雄 し て きた 。

こ の こ

とは，大：形蘚類群落中 に は ，極め て 耐 乾 性 の 強 い 属

種 が，か な り存在す る と い う事実を 示 す と同時に ，

耐 乾 性 に は，差 が あ る と い 5 前項 の 事実を 裏付 け る

もの で あ る。

要 約

　地 ．h性 の ミ ズ ゴ ケ とハナ ゴ ケ 類 5 標本 の 間隙水 中

に み られ る 動物
．
群集に 関 し，春・→夏 の フ ァ ウ ナ の 構

成 と そ の 変 動 に つ い て 調 べ ，小 形 コ ケ類 に 基 づ い て

ti一ら九 た もの と，ほ ぼ 同 様 の 結果が えられ た 。
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